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はじめに 

 

令和元年（２０１９年）１０月１２日（土）、東京都を通過した台風第１９

号（以下「東日本台風」といいます。）は、強い勢力を維持したまま関東地方

に上陸し、関東甲信越・東北地方に甚大な被害をもたらしました。 

その結果、東日本大震災を上回る過去最多の自治体で災害救助法が適用とな

るとともに、激甚災害及び特定非常災害の指定がされ、気象庁の基準により「令

和元年東日本台風」と命名されました。 

当日は、八王子市（以下「市」といいます。）では初となる大雨特別警報が

発表され、日降水量としては、１９７６年の統計開始以来、年間を通して第１

位となる３９２．５ｍｍ（アメダス八王子）、最大１時間降水量においては１

０月としては第１位となる４７．０ｍｍの記録的な大雨となりました。 

これにより、山間部だけではなく多摩ニュータウン地域など、市内の様々な

箇所で、土砂災害や浸水害、河川の護岸崩落・堤防の決壊といった大きな被害

が発生しました。一方、今回の災害では、市民の皆様が避難所や知人宅に避難

するなど、的確な行動をとっていただいたことなどにより、幸いにも人的被害

はありませんでした。 

市では台風接近に備え、１１日（金）に富士森体育館を自主避難所として開

設し、翌１２日（土）８時に避難勧告【警戒レベル４】、同日１５時３０分に

避難指示（緊急）【警戒レベル４】を発令し、避難所を開設して避難者対応に

あたりました。加えて、土のうによる浸水防止や被害の確認、応急処置など、

全庁を挙げて対応にあたり、３日間で延べ２，０００名を超える職員が従事し

ました。また、市消防団、消防署及び警察署においては、危険地域の巡視や避

難の広報活動、土のうによる浸水防止や排水対応を行うなど、市民の生命を守

るための活動に尽力いたしました。 

災害から命を守るためには、的確なタイミングで避難に関する情報を市から

発令すること、また、市民の皆様が日頃から地域の危険性を把握し、自らの判

断により避難行動をとることが重要であるとの認識が改めて広く共有された

ところです。 

災害は、時の経過とともに、人々の記憶から薄れていってしまいます。一方、

自然災害は、地球温暖化の影響もあり、今後も起きうるものと考えなければな

りません。そこで、市では、今回の災害を忘れることなく、これからの災害対

応に活かすため、本記録集を発行することといたしました。市民の皆様におか

れましても、避難をはじめとする自助・共助による防災行動を考えるためにお

役立ていただければ幸いです。市といたしましても一層の防災体制の強化を図

り、市民の皆様の安全・安心の向上のために努めてまいります。 
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１ 八王子の気象状況 

⑴  概要 

市では、独自の雨量計を設置し、災害対策のために情報収集を図るとともに、観

測によって得られたデータを災害対応などに幅広く活用している。 

東日本台風は、大型で強い勢力で、１０月１２日１９時頃に伊豆半島付近に上陸

した後、関東や東北地方を通過し、１３日１２時に日本の東で温帯低気圧になった。 

市（アメダス）では、１２日の日降水量が３９２．５ｍｍに達し、１９７６年の

統計開始以来、年間を通して観測史上第１位になった。日最大１時間降水量につい

ては４７．０ｍｍを観測し、１０月としての観測１位になった。 

なお、気象庁は、顕著な災害を起こした自然現象について、後世に経験や教訓を

伝承することなどを目的に名称を定めることとしており、今般の令和元年に顕著な

災害をもたらした台風について、名称設定の基準に沿って、台風第１５号について

は「令和元年房総半島台風」、台風第１９号については、「令和元年東日本台風」と

令和２年２月１９日に名称を定めた。名称がついた台風は、１９７７年「沖永良部

台風」以来、４３年ぶりとなるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１２日１６時時点の警報・特別警報分布 

（出典：気象庁ホームページ） 

 

 

市設置の雨量計（南大沢雨量計） 
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⑵  観測データ等 

ア  各観測所の時間雨量及び累積降水量について（11 日 0 時～12 日 24 時） 

雨量 累計 雨量 累計 雨量 累計 雨量 累計 雨量 累計 雨量 累計

11日 1時 4 4 1 1 1.5 1.5 2.5 2.5 4 4 1 1

2時 1 5 3 4 2.5 4 0.5 3 1 5 0.5 1.5

3時 0 5 0.5 4.5 0.5 4.5 0 3 0.5 5.5 0 1.5

4時 0 5 0 4.5 0 4.5 0.5 3.5 0 5.5 0.5 2

5時 0 5 0 4.5 0 4.5 0 3.5 0 5.5 0 2

6時 0 5 0 4.5 0 4.5 0 3.5 0 5.5 0 2

7時 0 5 0 4.5 0 4.5 0 3.5 0 5.5 0 2

8時 0 5 0 4.5 0 4.5 0 3.5 0 5.5 0 2

9時 0 5 0 4.5 0 4.5 0 3.5 0 5.5 0 2

10時 0 5 0 4.5 0 4.5 0 3.5 0 5.5 0 2

11時 0 5 0 4.5 0 4.5 0 3.5 0 5.5 0 2

12時 0 5 0.5 5 1.5 6 1 4.5 0 5.5 0.5 2.5

13時 0.5 5.5 1 6 0.5 6.5 0.5 5 0 5.5 0 2.5

14時 1 6.5 3 9 2.5 9 2 7 1 6.5 1.5 4

15時 2 8.5 5.5 14.5 4 13 7 14 2 8.5 2.5 6.5

16時 0.5 9 0.5 15 1 14 0 14 0.5 9 0 6.5

17時 0 9 0 15 0 14 0 14 0 9 0 6.5

18時 1.5 10.5 1 16 1 15 1.5 15.5 1 10 0.5 7

19時 1 11.5 4 20 2 17 1 16.5 3 13 1.5 8.5

20時 1.5 13 2 22 1.5 18.5 2 18.5 1.5 14.5 1.5 10

21時 1 14 2 24 2 20.5 1.5 20 1.5 16 0.5 10.5

22時 2.5 16.5 2.5 26.5 3.5 24 1.5 21.5 1.5 17.5 1.5 12

23時 6.5 23 6.5 33 5 29 4.5 26 4 21.5 1.5 13.5

24時 8.5 31.5 10.5 43.5 15 44 9 35 7.5 29 6.5 20

12日　1時 2 2 4 4 5 5 3 3 2.5 2.5 1 1

2時 1.5 3.5 2 6 3 8 2.5 5.5 1.5 4 1.5 2.5

3時 2.5 6 3.5 9.5 4.5 12.5 3.5 9 2.5 6.5 2.5 5

4時 6.5 12.5 10 19.5 10.5 23 10.5 19.5 6.5 13 7 12

5時 1.5 14 1.5 21 2.5 25.5 4 23.5 1 14 1.5 13.5

6時 18.5 32.5 17.5 38.5 22.5 48 27.5 51 13.5 27.5 21.5 35

7時 26.5 59 36.5 75 37.5 85.5 36.5 87.5 29.5 57 28.5 63.5

8時 25 84 35.5 110.5 70 155.5 49.5 137 22 79 32.5 96

9時 25 109 34.5 145 30 185.5 19 156 22.5 101.5 17.5 113.5

10時 17.5 126.5 23 168 25 210.5 22 178 18 119.5 14 127.5

11時 24.5 151 25 193 23.5 234 16.5 194.5 27 146.5 17 144.5

12時 21.5 172.5 28 221 43 277 29 223.5 26.5 173 18 162.5

13時 10.5 183 17 238 22.5 299.5 17.5 241 13 186 11.5 174

14時 28.5 211.5 40 278 39.5 339 35 276 38.5 224.5 27.5 201.5

15時 31 242.5 39.5 317.5 41.5 380.5 33 309 34.5 259 26.5 228

16時 23 265.5 32.5 350 37.5 418 33.5 342.5 23 282 19 247

17時 20.5 286 32 382 40 458 28 370.5 22.5 304.5 15 262

18時 17 303 25.5 407.5 31 489 24.5 395 16 320.5 17 279

19時 18 321 28 435.5 34.5 523.5 27.5 422.5 21 341.5 13.5 292.5

20時 27.5 348.5 38.5 474 47.5 571 46 468.5 27.5 369 13 305.5

21時 39.5 388 45 519 52 623 53 521.5 43.5 412.5 0 305.5

22時 4.5 392.5 5.5 524.5 3.5 626.5 4 525.5 8 420.5 0 305.5

23時 0 392.5 0 524.5 0 626.5 0 525.5 0 420.5 0 305.5

24時 0 392.5 0 524.5 0 626.5 0 525.5 0 420.5 0 305.5

南大沢市役所 上川 上恩方 高尾山口 戸吹
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  イ 各観測所における降水量の推移について（12 日 0 時～12 日 24 時） 
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⑶ 気象情報（注意報・警報） 

気象に関する情報の発表状況 

日 時分 発表 継続 

11 日 

（金） 

15 時 46 分 大雨・雷注意報発表  

20 時 27 分 強風注意報発表 大雨、雷注意報 

12 日 

（土） 

 

4 時 14 分 大雨警報 洪水注意報発表 雷、強風注意報 

6 時 32 分 洪水警報発表 大雨警報、雷、強風注意報 

8 時 10 分 土砂災害警戒情報発表 
大雨、洪水警報（土砂災害、浸水害） 

雷、強風注意報 

12 時 13 分 暴風警報発表 
大雨、洪水警報（土砂災害、浸水害） 

雷注意報 

15 時 30 分 大雨特別警報発表 
洪水、暴風警報（土砂災害） 

雷注意報 

23 時 55 分 

大雨特別警報、暴風警報を大雨警

報、強風注意報へ切換え 

雷注意報を解除 

洪水警報（土砂災害） 

13 日 

（日） 

2 時 13 分 強風注意報解除 
大雨、洪水警報（土砂災害） 

土砂災害警戒情報 

3 時 50 分 土砂災害警戒情報を解除 大雨、洪水警報（土砂災害） 

8 時 19 分 大雨警報を注意報に切換え 洪水警報 

16 時 52 分 洪水警報、大雨注意報を解除  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

出典：「大雨特別警報とは」気象庁ホームページ 
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２ 住民避難及び市・消防団の活動状況 

⑴  概要 

東日本台風は、マリアナ諸島を西に進み、一時大型で猛烈な台風に発達したのち、

次第に進路を北に変え日本の南を北上し、１０月１２日１９時前に大型で強い勢力

で伊豆半島に上陸した。その後、関東地方を通過し、１３日１２時頃に日本の東で

温帯低気圧に変わった。 

市でも、１２日の午前中から雨が強くなり、その後、非常に激しい雨を降らせた。 

市では、東日本台風が超大型で強い勢力をもった台風であることから、台風接近

前の１０日から水防連絡態勢、１１日１１時３０分には水防警戒本部を設置し、避

難所開設をはじめ態勢の確保や市施設の運営について、確認と従事職員への指導な

ど事前準備を行った。また、自宅で過ごすことが不安な市民に対し、１１日１３時

００分から富士森体育館を自主避難所として開設した。 

台風が北上してきた１２日、４時１４分に大雨警報（土砂災害・浸水害）が発表

されたことを受け、８時００分土砂災害警戒区域及び浸水想定区域内に居住する市

民に「避難勧告（警戒レベル４）」を発令した。その後、１５時３０分に大雨特別警

報が発表されたため、市では「避難指示（緊急）（レベル４）」を発令した。 

避難勧告の発令に合わせ、当初、２４施設を避難所として開設したが、一部の避

難所で混雑が見受けられたため、順次、避難所を追加開設し、最終的に３６箇所の

避難所を開設した。避難者数は最大で３，７３２世帯、８，４５７名となった。 

これら避難所の開設・運営や水防対応のため、１２日と１３日の２日間で延べ１，

９００名程度の職員が対応、同時に市消防団も延べ１，４００名が夜を徹して警戒、

土のう積み、内水・土砂排除などの水防活動に従事した。また、創価大学や各地域

の自主防災組織が町会会館等を独自に自主的な避難所として開設した。 

こうした中、１２日１５時頃から市内各地で水路が氾濫し、浸水被害が報告され

はじめ、南浅川流域では堤防からの逸水や護岸洗堀が起こり、２２時頃に八王子桑

志高校付近の人道橋（睦橋）が流されるなど、浅川地区では大雨による影響が数多

く発生した。また、恩方地区では１６時過ぎ頃から、土砂災害が複数個所で発生し

たとの情報が入り、住宅に土砂が流入する被害も発生した。さらに、２２時過ぎに

は戸吹町の新滝山街道が土砂崩れにより通行止めとなると同時に、この土砂崩れに

より水道管も断裂し近隣で断水が発生した。 

台風の通過に伴い雨は終息に向かいだし、２３時５５分に大雨特別警報が解除さ

れ、１３日３時５０分に土砂災害警戒情報、８時１９分に大雨警報が順次、解除と

なった。土砂災害警戒情報の解除とともに「避難指示（緊急）（レベル４）」を解除

した。 

今回の台風では、市内各地で土砂崩れなどによる被害が発生し、上恩方町の力石

地区で護岸の崩落により、大型車の交通が規制され路線バスの運行が約２か月休止

されたほか、新滝山街道も同じく約２か月にわたり復旧作業のため通行止めとなっ

た。 
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⑵  市の対応 

１０月１０日（木）  

   １５時００分 水防連絡態勢（水防警戒会議開催） 

 

１０月１１日（金） 

１１時３０分 水防警戒配備態勢へ移行 

水防警戒本部を設置（水防警戒本部会議開催後） 

 

１０月１２日（土） 

１５時３０分 水防第１非常配備態勢へ移行（大雨特別警報の発表により） 

       水防対策本部を設置 

 

１０月１３日（日） 

   １３時００分 水防第１非常配備態勢を継続 

          災害対策本部を設置（水防対策本部会議開催後） 

主な活動内容 

・ 市内の災害警戒及び被害情報の収集 

・ 避難勧告・避難指示の発令、伝達 

・ 避難所の開設、運営 

・ 道路及び水路の維持、補修及び土のうの作成、配布、積み上げ 

・ 市施設の被害状況確認、安全確保 

・ 報道対応 等 

（あらかじめ地域防災計画等で定められた分掌により各部で対応） 

  

 

特別会議室にて水防対策本部会議を開催 
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１０月１５日（火） 

１５時００分 水防第１非常配備態勢を継続 

       水防対策本部へ移行（災害対策本部会議開催後） 

 

   １０月１６日（水） 

      １７時００分 水防警戒配備態勢へ移行 

             水防警戒本部へ移行 

 

   １０月２３日（水） 

      １０時３０分 水防連絡態勢へ移行 

             水防警戒本部廃止（水防警戒会議開催後） 

 

   以降、令和２年２月２９日現在、水防連絡態勢継続 

 

災害従事職員数 

日 付 人 数(名) 

１０月１２日（土） ９０６  

１０月１３日（日） ９９０  

１０月１４日（月） ２６２  

合 計 ２，１５８  

  

 

水防対策本部会議で被害の状況を説明 
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⑶  避難勧告等の発令及び避難状況 

ア 避難勧告等の発令時刻及び解除時刻 

    １０月１２日（土）  

８時００分 「避難勧告（警戒レベル４）」を発令 

     １５時３０分 「避難指示（緊急）（警戒レベル４）」を発令 

 

１０月１３日（日）  

３時５０分 「避難指示（緊急）（警戒レベル４）」を解除 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ  避難状況 

(ァ) 避難所の開設 

市が開設した避難所は、１２日８時００分に２４箇所、その後１２箇所を追

加し、計３６箇所を開設した。 

なお、富士森体育館は、１１日１３時００分より自主避難所として開設した。 

避難の対象は、土砂災害警戒区域内に居住する２３，６９１世帯、５２，６

４２名及び浸水想定（予想）区域内に居住する５７，８４８世帯、１３６，０

４８名とした。 

 

 

出典：八王子市総合防災ガイドブック（平成３１年３月発行） 

陣馬街道 

ガードレールの高さ半分まで水位が上昇 

（１２日２１時３０分頃） 

 

陣馬街道 北浅川板当橋  

大雨特別警報発表 30 分後 

（１２日１６時頃） 
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  （当初開設）   

施設名 避難世帯数 (世帯) 避難者数（名） 

富士森体育館 ４２５ １，０６９   

第二小学校 １２２ ２００   

第四小学校 １４８ ２７９   

中野北小学校 ２７６ ４６７   

大和田小学校 ２２４ ５０６   

浅川小学校 １４５ ３１８   

横山南市民センター ６１ １１９   

横川小学校 ８６ ２０４   

元八王子中学校 １３６ ４３８   

長房小学校 １３４ ３０６   

横山中学校 ８５ １６２   

松木小学校 １５１ ２２１   

鑓水小学校 ４０ ８０   

恩方第二小学校 ２０ ５１   

元木小学校 １４３ ４３６   

川口小学校 １０９ ２５３   

美山小学校 ３０ ６５   

川口市民センター １５７ ４１３   

石川中学校 ９３ ２７１   

加住市民センター ２０４ ３２２   

由井第一小学校 １７２ ３６４   

みなみ野君田小学校 ５５ １２５   

由井中学校 １２０ ２８０   

由木中央小学校 １３１ ２００   

小計 ３，２６７ ７，１４９   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 10 - 

 

（追加開設） 

施設名 避難世帯数（世帯） 避難者数（名） 

第一小学校 １０８   ３２４   

甲の原体育館 １６９ ５０６ 

東浅川小学校 ７８ ２３４ 

第一中学校 ４３ １０７ 

打越中学校 ３６ ６４ 

生涯学習センター 

（クリエイトホール） 
４ １３ 

第三小学校 ７ ８ 

大和田市民センター ４ ７ 

子安市民センター ５ １０ 

総合体育館 

（エスフォルタアリーナ） 
１０ ３０ 

甲ノ原中学校 １ ５ 

恩方市民センター ０ ０ 

小計 ４６５ １，３０８ 

合計 ３，７３２ ８，４５７ 

※「避難世帯数」及び「避難者数」は、避難所ごとの最大値 

そのほか、町会・自治会会館、創価大学、民間施設等では地域からの依頼や施設の判断に

より自主避難所が開設され、必要に応じて市から毛布等の物資を提供した。 

 

(ィ) 避難所の閉鎖 

  各避難所では、全ての避難者が帰宅した後に閉鎖し、小・中学校では由井第

一小学校が１３日９時１０分、市民センターでは加住市民センターを１３日１

８時００分に閉鎖した。 
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（追加開設避難所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所の避難者の受入れ状況（写真は一部加工しています。） 

 

 

開設した避難所の状況（写真は一部加工しています。） 
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(ゥ) 自主避難所（市開設避難所） 

台風通過後の降雨があったため、被害が大きかった地域を中心に自主避難所

として避難所を開設した。 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 施設名 避難世帯数（世帯） 避難者数（名） 

１８日

（金） 

恩方第二小学校 １ ２ 

浅川小学校 １ １ 

恩方市民センター － － 

由木東市民センター １ ２ 

小計 ３ ５ 

２１日

（月） 

恩方第二小学校 １ ３ 

浅川小学校 １ １ 

恩方市民センター － － 

由木東市民センター １ ２ 

小計 ３ ６ 

２５日

（金） 

恩方第二小学校 － － 

浅川小学校 － － 

由木東市民センター － － 

富士森体育館 ２ ３ 

小計 ２ ３ 

 合計 ８ １４ 
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⑷  市消防団の対応 

１０月１２日（土） 

 ４時１４分 大雨警報発表をもって、消防団幹部に情報連絡態勢を発令 

 

８時００分 水防第一非常配備態勢を発令 

総勢２５７名が出動 

 

１０時２６分 市内の被害状況に鑑み、水防第三非常配備態勢を発令 

総勢８１８名が出動 

 

   ２１時２５分 二次被害防止のため、一時活動中止し器具置き場待機 

 

   ２２時３０分 警戒活動再開 

 

１０月１３日（日） 

 ０時００分 水防第三非常配備態勢を解除 

 

   １１時１５分 警戒態勢を解除 

      

主な活動内容   ・警戒巡視及び被災情報の収集 

・危険箇所の監視 

・避難誘導 

・土のうの配布、積み上げ  

・内水排除、土砂排除 等          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
消防団器具置場前の水路の氾濫状況（廿里町） 
（提供：八王子市消防団第 9分団）  

警戒中に水路が氾濫し道路へ流れ出す（浅川地区） 
（提供：八王子市消防団第 11分団） 
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ポンプ車による排水 

（提供：高尾町上宿町会自主防災会） 

 

（出展：八王子市自主防災団体連絡協議会 幹事沖倉様） 

 

 

土砂を撤去した後の清掃 

（提供：高尾町上宿町会自主防災会） 

 

 

活動中に鉄砲水の被害を受ける 
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３ 関係防災機関の主な活動 

⑴  東京消防庁の活動 

市は、昭和３５年以来、東京都（東京消防庁）に常備消防に係る消防業務につい

て事務運営を委託している。 

市内で消防に係る災害事象が発生すると東京消防庁八王子消防署が対応すること

となり、今回の台風においても消防職員を非常参集させるなど、非常時の対応をと

った。 

また、市消防団本部へ消防職員を派遣し、消防署隊と消防団隊とで連携した活動

を行ったほか、各河川の監視警戒活動、越水危険個所の積み土のう工法等の水防工

法を行ったほか、水災に伴う救助事象等に対応した。 

 

 

１０月１１日（金） １７時００分 水防態勢 

２２時００分 水防第一非常配備態勢 

 

１０月１２日（土）  ６時００分 水防第三非常配備態勢 

 

１０月１３日（日） １２時００分 水防態勢に切り替え 

（水防第三、第二、第一非常配備態勢解除） 

 

１０月１４日（月）  ２時３５分 水防態勢解除 

 

 

・ 常備消防機関とは、市町村に設置された消防本部及び消防署のことであり、専任の職

員が勤務している。 

・ 非常備消防機関とは、その構成員である消防団員は、ほかの本業を持ちながらも、権

限と責任を有する非常勤特別職の地方公務員として、「自らの地域は自らで守る」とい

う郷土愛護の精神に基づき、消防防災活動を行っている。 

（出典：「令和元年版消防白書」総務省消防庁） 

 

 ※「水防第三非常配備態勢」とは？  

→  台風が東京地方に接近した場合又は大雨特別警報等が発表された場合や気象状況

その他の事象により大規模な被害の発生が予想され若しくは発生したとき「水防第

三非常配備態勢」を発令して、当番の職員並びに当番以外の職員の概ね半数及び所

要の消防団員をもって、警防本部，署隊本部機能の強化、水防部隊の編成、水防活

動，被害状況等の把握及び広報、被害拡大要因等の分析，検討、関係機関への連絡

員の派遣などを実施します。 

(出典：「令和元年１０月１２日報道発表資料」東京消防庁） 
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⑵  警視庁の活動 

市内には、警視庁八王子警察署、高尾警察署及び南大沢警察署があり、警視庁で

は、予想される風水害に対する部隊を編成し、警備態勢を強化した。 

夕刻から、河川の増水、道路冠水、土砂崩れ等１１０番通報が多数入電し、署員

はその対応にあたった。 

特に浅川橋付近の増水、多摩大橋南交差点の道路冠水については、交通規制区域

拡大のため、警備部機動隊の応援を要請し、対処した。 

  

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

  

         

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ページの写真提供：警視庁八王子警察署 

１１０番通報により臨場した塀の倒壊(石川町) 

警ら中に発見した土砂崩れ 

（大谷町付近高速道路） 

路い）   

滝山街道の土砂崩れのため交通規制実施 

多摩大橋南交差点のマンホールから冠水 石川町で塀の倒壊（１１０番通報にて急行） 
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４ 八王子市議会への報告  

台風による被害状況等の甚大さに鑑み、今後の対応を含め市議会へ各報告を行った。 

その後も、市議会第４回定例会において、議員から東日本台風の被害を踏まえた多く

の一般質問がなされた。 

 

実施日 会議名 報告内容 

10月 15日(火)  会派代表者会 「台風第 19 号の被害状況の報告について」 

10月 16日(水) 市議会協議会  「令和元年台風第19号に伴う市内の被害状況等について」 

10月 25日(金)  会派代表者会  「令和元年 10 月補正予算の専決処分について」 

11月 18日(月)  総務企画委員会 「令和元年台風第 19 号による被害状況とその対応等につ

いて(総括)」 

「令和元年台風第 19 号による被害状況とその対応につい

て(生活安全部)（市民活動推進部）」 

「令和元年台風第 19 号による被災者等への支援について 

(財務部)」 

「令和元年台風第 19 号による被害対応に関する補正予算

等について」 

11月 18日(月)  文教経済委員会 「令和元年台風第 19 号による被害状況とその対応につい

て(産業振興部) (学校教育部) (生涯学習スポーツ部)」 

11月 19日(火)   厚生委員会 「令和元年台風第 19 号による被災者等への支援について 

(福祉部) (健康部)（医療保険部) (子ども家庭部)」 

11月 19日(火) 都市環境委員会 「令和元年台風第 19 号による被害状況とその対応につい

て(資源循環部) (水環境部) (まちなみ整備部) (道路交通

部)」 

 

 



 

- 18 - 

 

 

市議会へ市内の被害状況等を報告 

 

 

 

市議会へ市内の被害状況等を報告 
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５ 自主防災組織等の対応 

⑴  自主防災組織へのアンケート調査 

本台風では、避難や後片付け等に自主防災組織が自主的な防災活動に従事した。 

その活動内容を調査し、今後の防災対策に活かし災害に強いまちづくりを進めて

いくために、全自主防災組織に対してアンケート調査を行ったものである。 

 

ア 実施時期及び調査方法 

令和元年（２０１９年）１１月８日、調査内容が記載された調査票を全自主防  

災組織に送付し、回答期限（同年１２月９日まで）までに郵送、ＦＡＸ又は防災課

への直接持込みによる回答方式で実施した。 

 

イ 調査数及び回答数 

調査数 439 団体 

回答数 224 団体（51.0％） 

 

ウ 調査内容及び回答状況 

（問１）自主防災組織を構成するおおよその世帯数を教えてください。 

１．100 世帯以下  38 団体（17.0％） 

２．500 世帯以下 127 団体（56.7％） 

３．501 世帯以上 700 世帯以下 26 団体（11.6％） 

４．701 世帯以上 1000 世帯以下 20 団体 （8.9％） 

５．1001 世帯以上 13 団体 （5.8％） 

     注 ｎ＝224 

 

（問２）自主防災組織として活動をしましたか。 

１．活動した。 111 団体（49.6％） 

２．活動していない。（問３以降の御回答の必要はありません。） 113 団体（50.4％） 

     注 ｎ＝224 

  

（問３）どのような活動をしましたか。（複数回答の場合、該当するもの全てに〇を

お願いします。また、問２で「活動していない」の場合、御回答は不要です。） 

１．情報伝達（事前広報等） 60 団体（54.1％） 

２．地域住民の避難誘導 32 団体（28.8％） 

３．救出・救護活動 4 団体 （3.6％）  

４．土のう等による浸水対策活動       17 団体（15.3％） 

５．避難所開設・運営の補助 37 団体（33.3％） 

６．その他      21 団体（18.9％） 

注 ｎ＝111 
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（その他に記載された主な活動内容の概略） 

① 地域内の全世帯に対して、役員を複数班に分けて、避難に関する情報が発令されたこ

と及び地域の開設避難所の情報を伝達した。 

② 災害時要援護者に対して、対象者全員に支援が必要かどうか確認した。 

③ 地域特性として浸水の危険性はないが高所のため、事前巡回による強風による被害軽

減の活動をした。 

④ 自分が所属する自主防災組織の単独でなく、学校区域内の連合組織として対応した。 

⑤ 災害対策本部設置基準(自主防災組織で作成)に基づき、役員が本部に集合し危険区域

内の住民に連絡し、避難の支援が必要か確認した。 

⑥ マンション屋上の危険要因の除去 

⑦ 建築工事現場の風水害対策について、関係者と事前調整し、その結果を近隣住民に情

報を伝えた。 

⑧ 機械式駐車場の使用者に車両移動の呼びかけ 

⑨ 自主防災組織内で、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）による情報

連絡・共有を行った。 

⑩ 民生児童委員と協力し、独居世帯及び高齢者世帯に前日から声掛けし、当日の避難を

希望する方を誘導、送迎を行った。（事前に独居世帯及び平屋の高齢者宅を確認し、

本人承認のうえ要支援者名簿を作成している。） 

⑪ 今回の台風の避難等のアンケート調査を行っている。 

⑫ 全世帯に緊急時に活用する情報シートを事前に配布した。 

⑬ ビニール袋など、身近にあるもので浸水防止工法を行った。 

⑭ 植栽の風対策、側溝の清掃を事前に行った。 

⑮ 発電機を活用した充電の仕方を事前に確認した。 

⑯ マンションの上階にあるコミュニティルームを低層階居住者の自主的な避難所とし

て、開設した。 

⑰ 消防団と連携し地域住民に注意喚起した。 

 

 

 

 

「上大和田町会だより No.３２」の一部を抜粋（提供：上大和田町会防災部） 

 

 

 

○○ ○○ 
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（問４） 市で開設した避難所以外に、独自に自主的な避難所を開設しましたか。 

１．開設した。  27 団体 （24.3％） 

２．開設していない。（問５の御回答の必要はありません。） 84 団体 （75.7％） 

注 ｎ＝111 

 

（問５） 独自開設した自主的な避難所について、開設場所の名称、所在、従事し

た自主防災組織構成員の人数、収容した避難者数を教えてください。複数あ

る場合、全て記入をお願いします。（問４で「開設した。」を選択した場合の

み御回答お願いします。） 

①  とりまとめ結果 

施設種別 開設避難所数 避難者数 

自主防災組織、町会自治会等管理施設 22 か所 153 名 

民間施設 ３か所 163 名 

合計 25 か所 316 名 

     注 ３団体が連携して、１か所の自主的な避難所を開設した施設がある。 

 

                                

   

提供：上恩方中郷地区自主防災会 

 

左図は、令和元年１２月１日に上恩方中郷地

区自主防災会が独自に地域住民に対して行っ

た防災講座の資料の一部である。 

（全体で４０ページ程度のスライド） 

なお、資料についても当該防災会が作成した

ものである。 

 

 

 

上恩方町の被害を受けた箇所と土砂災害ハ

ザードマップと重ね合わせ分析をしている。 

 文面には、「まさに、ハザードマップの表記

したとおりであった。ハザードマップの重要性

を改めて認識した。」と記載されている。 
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②  内訳（アンケート回答内容の抜粋） 

   ≪ 自主防災組織、町会自治会等管理施設２２か所 ≫ 

項番 団体名 開設場所の名称 避難者数 

1 中野町東三町会自主防災会        中野町東三丁目町会会館 4 名 

2 緑町東町会防災隊 緑町東町会館 0 名 

3 東二防災隊           町会会館 3 名 

4 泉町町会防災会 泉町会館 3 名 

5 上下原町会防災隊        上下原町会会館 10 名 

6 狭間町防災部         狭間町会会館 16 名 

7 元本郷町一丁目町会防災隊 元本郷町一丁目会館 0 名 

8 上川町中部町会自主防災隊 上川町中部会館 0 名 

9 長房中耐自治会自主防災会 市営住宅集会所 10 名 

10 小仏町会防災会 荒井町会会館 15 名 

11 荒井町会 高尾うめの郷まちの広場管理棟 28 名 

12 宮下町会自主防災会 宮下公会堂 0 名 

13 楢原東部町会自主防災隊 楢原町東部会館 5 名 

14 西浅川町防災隊 西浅川町会会館 4 名 

15 
日生平山団地八王子地区 

自治会 
日生平山地区自治会館 5 名 

16 
上柚木第二団地自治会 

自主防災会 
上柚木第 2団地集会所 0 名 

17 松竹町会防災会 松竹公民館 18 名 

18 上川町西部町会自主防災隊 上川町西部会館 0 名 

19 南浅川町会防災会 南浅川町会会館 1 名 

20 
アクシア八王子ピュアマークス 

自主防災会 

アクシア八王子ピュアマークス 

フィットネスルーム 
23 名 

21 
グランフラッツ並木町管理組合 

防災会 

グランフラッツ並木町 

コミュニティルーム 
0 名 

22 

東中野井戸ノ上地区自主防災会 

東中野会館 8 名 東中野天野地区自主防災会 

東中野谷津入地区自主防災会 

注 上表は、アンケート回答結果を反映したものである。 

 

≪ 民間施設３か所 ≫ 

項番 団体名 開設場所の名称 避難者数 

1 暁東町会自主防災隊       なか安 37 名 

2 宮下町会自主防災会 偕楽園 6 名 

3 大沢町会防災会 恩方育成園 120 名 

注 上表は、アンケート回答結果を反映したものである。 
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⑵  八王子市自主防災団体連絡協議会の対応 

ア 協議会の概要 

地域の自主防災活動を広域的なものとするとともに、市、消防署等と連携して

防災活動を行うなど、災害に強いまちをつくっていくため、各地域の自主防災組

織の代表者が協働し活動している組織である。 

 

イ 東日本台風後の対応 

東日本台風後に開催された役員会において、本台風対応に関する意見交換等を

行い、自主防災組織の代表として地域課題、改善案等を市へ伝えた。 

また、台風被害等をいかに自主防災組織に伝えるか、その媒体である広報誌（自

防連だより）の内容を審議した。 

 

ウ 役員会での主な発言内容 

(ァ)  町自連でも、東日本台風に関する意見集約に動いている。主に、避難場所、

避難所運営、情報伝達に関する内容であり、それを今後活かしていきたい。 

また、他の団体と連携を深めていかないとならないと認識しており、他団体

とも意見交換をしたいと考えている。 

(ィ) 近くの避難所に多くの避難者が集まり、追加で避難所が開設された。しかし

ながら、私の地域からの移動では、降雨の中、川を渡らなければいけない場所

であった。 

(ゥ) 今回の台風は皆関心が高かったので多くの人が避難した。早目に避難しても

らうしかない。初めてなので混乱もあったと思う。ただ、市がメールとかで情

報を流していたが、水とか食料とか何も持たずに避難所に来る人が多かった。 

(ェ) 高尾方面は、全域で被害を受け、甲州街道も渡れなかった。 

(ォ) 当地区は、ハザードマップでは、浸水想定されていなかったが浸水があった。 

(ヵ) 皆が風水害と地震の際の避難所開設は違うという認識をもっていないと感じ

た。総合防災ガイドブックのマップの表記をわかりやすいようにしないと市民

が困惑する。 

(キ) 地域にもっと情報を発信してほしい。 

(ㇰ) メール等の情報発信の仕方を、わかりやすいように工夫してほしい。 

(ヶ) 今回の台風被害等をまとめたものを記録として残してほしい。 

(コ) 地域の人が、避難所で市の職員を探していた。私服で何も目印もない職員も

いたので、ゼッケンとかでわかるようにしてほしい。 

(サ)  もっと、地域住民を頼ってほしい。これだけの規模になると公助（市）のみ

では対応は難しい。共助・公助の更なる連携が必要と感じた。 

 (ㇱ) 各単体での自主防災組織の活動も大事だが、避難所となる学校の単位地区で

の避難所の運営の訓練の大事さが今回の経験を通じて痛感した。 
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     東日本台風後に開催された役員会（提供：八王子市自主防災団体連絡協議会） 

 

  

役員会の審議を経て、発行された 

「自防連だより第４３号」 
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６ 被害状況 

⑴  概要 

東日本台風による人的被害はなかったものの、市内の各所で土砂崩れが発生し、

通行止めや住居等の損壊、床上浸水など市民生活に大きな影響を与えた。 

また、市内を流れる河川や水路では、増水による洗掘、護岸崩壊なども発生した。 

 

⑵  被害状況 

ア 建物被害（令和２年１月３１日現在） 

  全壊 １０棟 大規模半壊 ３棟 半壊 １２棟  

一部損壊（準半壊） ４８棟 一部損壊（10％未満） １６３棟 

※り災証明書発行状況に基づくもの 

 

 

イ 床上（床下）浸水・土砂崩れ等の被害件数（令和２年１月３１日現在） 

地 区 床上浸水 床下浸水 土砂災害 

中 央 ２  ２ ２ 

浅 川  １６ １３ ４０ 

由 木  １  ０ ７ 

由 木 東  ０  １ ３ 

南 大 沢  ０  ０ ２ 

横 山  ０  ０ ４ 

館 ０  ２ ２０ 

元 八 王 子  ０  ６ ７ 

恩 方  ３ １２ ５５ 

川 口  ０  ６ １５ 

加 住  ０  ２ ２１ 

由 井  ０  １ ８ 

北 野  ０  ５ ２ 

石 川  ３ ２０ １ 

合 計  ２５ ７０ １８７ 
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大塚の土砂崩れ状況 

（提供：大塚団地自治会防災会） 

 

 

廿里南浅川護岸崩壊状況 

（提供：高尾町上宿町会自主防災会） 

下恩方町の北浅川護岸洗堀による住宅

への被害 
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ドローン積載カメラからの撮影による 

上恩方町の土砂災害状況 

（提供：八王子市消防団） 

上恩方町の土砂災害による 

住宅や車両の被害状況 

（提供：上恩方町中郷地区自主防災会） 

 

 

 

 

 

 

上恩方町の土砂災害による 

住宅内の被害状況 

（提供：上恩方町中郷地区自主防災会） 
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ウ 道路・水路等の被害 

 

種別 場所等 

一時通行止め 

【自動車専用道】 

・圏央道（八王子西ＩＣ下り線の入場不可） 

・中央道 八王子ＪＣＴ～大月ＩＣ 

 

【国道】 

・国道２０号（甲州街道）南浅川町～相模原市緑区千木良 

・国道１６号 大横町交差点～稲荷坂南交差点 

 

【都道】 

・一般都道１８６号  

高月町（高月浄水場交差点）～加住町一丁目（高月配水池付近） 

・主要地方道４６号（新滝山街道）  

戸吹町（戸吹町南）～あきる野市牛沼（東京サマーランド前） 

・一般都道５２１号（陣馬街道）  

上恩方町（中の橋）～上恩方町（和田峠） 

・主要地方道５９号（多摩大橋通り）  

小宮町（多摩大橋南）～昭島市福島町（多摩大橋北） 

・主要都道６１号（美山通り）  

上川町（上川橋）～美山町（美山小学校東） 

・一般都道５１６号  

裏高尾町（ヤゴ沢小仏滝）～裏高尾町（小仏峠） 

・多摩ニュータウン通り（歩道） 

 

【市道】 

・浅川ゆったりロード 

・浅川９２号線（廿里町）  

白山橋～廿里町交差点 

・由木６４４号線（自転車歩行者専用道路） 

 

【橋】 

・睦橋（現在、橋無し） 

・山王橋 

・白山橋 

その他 ・溢水・越水 ７１件 冠水 ９４件 
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下恩方町土砂災害 

聖パウロ学園周辺土砂流出 

 

北野町八高線アンダーパス冠水 

上恩方町土砂崩れ現場 



 

- 30 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅川ゆったりロード

（横山橋下流） 

 

白山橋高欄損傷 

 

 

新滝山街道及び加住 111 号線 

法面崩壊 
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⑶  ライフラインの被害状況 

 

ア  電気（東京電力） 

対  応 台風接近に伴う特別体制に１０月１１日２１時より移行 

※市内で１０月１３日に７５件の停電が発生したが、原因が台風であるかは不明 

 

イ  ガス（東京ガス） 

ガス供給設備に大きな被害なし 

 

ウ  水道（東京都水道局） 

被 害 地 区 件 数 

断 水 加 住 １件 

※その他の被害として、上恩方町において簡易水道施設が被害を受けたことによる断水あり 

 

エ  下水道 

場 所 被 害 状 況 

 戸吹町 
新滝山街道沿いの法面の崩壊により、下水道管

及びマンホールが破損 

 平町、小宮町、打越町 
台風の影響によりマンホールや周りの舗装が

破損 

 下恩方町、丹木町 
マンホールポンプの制御盤内に土砂等が侵入

し、電気設備が故障 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 法面崩壊により下水道管が断裂（戸吹町） 

      

 



 

- 32 - 

 

オ 公共交通機関（運行や設備への被害）  

＜JR 東日本＞ 

中央線(快速) 

１０月１２日 １２時頃から運転見合わせ 

１０月１３日 １１時３０分運転再開 

（１２日と１３日の２日間で計５１２本運休） 

中央本線 

１０月１２日１０時頃から運転見合わせ 

高尾駅～相模湖駅間は１０月１８日１０時２０分頃運転再開 

（１０月２８日始発まで、下り線のみを利用した単線運転） 

八高線 

１０月１２日 １１時頃から運転見合わせ 

１０月１３日 １３時から運転再開 

（１２日と１３日の２日間で計９６本運休） 

横浜線 
１０月１２日 １１時頃から運転見合わせ 

１０月１３日 ９時２０分運転再開 

 

＜京王電鉄＞ 

京王線 

１０月１２日 １４時頃から運転見合わせ 

１０月１３日 ８時３０分運転再開 

（高尾線（北野～高尾山口間）、動物園線（高幡不動～多摩動物

公園間）を除く） 

１０月１４日 １２時３８分運転再開 

（高尾線（北野～高尾山口間）） 

１０月１６日 １０時３４分運転再開 

（動物園線（高幡不動～多摩動物公園間）） 

井の頭線 
１０月１２日 １４時頃から運転見合わせ 

１０月１３日 始発から運転再開 

 

＜高尾登山電鉄＞ 

ケーブルカー 

１０月１２日 １１時頃から運転見合わせ 

１０月１４日 １０時運転再開 

沿線の一部で土砂崩れ発生 

 

＜多摩都市モノレール＞ 

１０月１２日 １１時頃から運転見合わせ   

１０月１３日 始発より運転再開 
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＜バス＞ 

西東京バス 

１０月１２日１３時以降運休 

１０月１３日より随時運行再開 

なお、大久保～陣馬高原下間は１１月５日まで運休 

大久保～夕焼小焼間は１１月６日から、夕焼小焼～陣馬高原下

間は１１月１４日からワゴン車による代替運行を開始 

１２月２０日から大型バスによる通常運行を再開 

京王電鉄バス 

１０月１２日１２時３０分より随時運休 

１０月１３日より運行再開（小仏峠での土砂崩れの影響により、

該当路線のみ１０月２１日より運行再開） 

神奈川中央交通 

１０月１２日１４時以降運休 

１０月１３日始発より運行再開 

なお、国道２０号大垂水区間通行止めの影響により、相模湖駅

～高尾山口駅、相模湖駅～八王子駅の２路線は１０月１８日午

前より運行再開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブルカー沿線における土砂崩れの様子 

（提供：高尾登山電鉄株式会社） 
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カ 公共施設等  

施設名等 被害 

公園・緑地 
陵東公園、片倉城跡公園ほかで土砂崩れ・倒木等 

２２箇所 

小中学校 
 校舎での雨漏り、窓ガラスの破損など延べ７８校 

城山小学校南側斜面地の擁壁の変形などの被害 

文化施設・ホールなど 

八王子城跡で土砂崩れ、倒木、橋の崩落などの被害 

クリエイトホールの各フロアで雨漏りなど 

子安市民センターほか７館の施設内への雨漏り及び浸水 

芸術文化会館の雨水貯留槽オーバーフローによる施設内

への浸水及び機器破損、２階ロビーなどでの雨漏り 

市庁舎など 
市役所本庁舎で雨漏り数箇所、市民部由井事務所で天井

崩落などの被害 

その他施設 

北野清掃工場 雨漏り ９箇所 

斎場事務所 雨漏り ２箇所 

旧三本松小学校の施設内への雨漏り及び床材の剝がれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西浅川児童遊園での園内浸水 
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滝山緑地における土砂崩れの様子 

 

北野清掃工場における雨漏りの様子 
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７ 復旧に向けた取り組み 

⑴  り災証明・被災証明  

発災直後の１０月１４日から、電話による被害認定調査の受付を開始し、職員が

現地調査時にり災証明書発行申請書を持参し、被災者の負担軽減を図った。 

また、り災証明書発行については、家屋の損壊の程度が１０％未満（床下浸水な

ど）である場合に限り、希望により被害認定調査を省略し、り災証明書を発行する

自己判定方式を導入した。 

そのための専用窓口を１０月１７日に開設し、同月２３日から交付を行っている。 

交付手続きについては被災者の負担軽減のため、郵送により実施するなど、り災

証明書の迅速かつ円滑な発行を行った。 

 

ア り災証明書発行状況（令和２年１月３１日現在） 

 
申請件数 調査済件数 発行済件数 

被害認定調査実施 １３９ １３９ １６１ 

自己判定方式（調査省略） １０８ - １０８ 

計 ２４７ １３９ ２６９ 

※世帯ごとに証明書を発行しているため、Ｐ２５の被害棟数と件数は合致しません。 

 

 

イ り災証明書判定結果（令和２年１月３１日現在） 

被害の程度 件数 内訳 

全壊 １１件  
浸水なし・全壊：２件 床上浸水・全壊：８件 

床下浸水・全壊：１件 

大規模半壊  ４件  床上浸水・大規模半壊：４件 

半壊 １８件  
床上浸水・半壊：１７件  

浸水なし・半壊：１件 

一部損壊 

（準半壊） 
５６件  

床上浸水・準半壊：５４件 

浸水なし・準半壊：１件  

床下浸水・準半壊：１件 

一部損壊 

（１０％未満） 
１７９件  

浸水なし・１０％未満：３８件 

床上浸水・１０％未満：３２件 

床下浸水・１０％未満：１０９件 

無被害  １件   

 

ウ 被災証明書発行状況（令和２年１月３１日現在） 

    受付・発行した件数：７５件 
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⑵  被災者相談窓口の開設  

り災証明書・被災証明書の申請や災害ごみ・土砂の処分方法の問い合わせ窓口等  

を案内するため、東日本台風に関する被災者相談窓口を設置した。 

ア 窓口設置場所 本庁舎１階ロビー（１０月２２日以降は広聴課窓口へ変更)  

専用電話相談回線も設置。 

イ 設置期間及び受付時間 １０月１５日から当面の間            

８時３０分から１７時まで 

 

  【相談実績（令和２年１月３１日現在）】 

 
相談人数 相談件数 

窓口 １３５人 １９８件 

電話 ３２４人 ４１８件 

計 ４５９人 ６１６件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り災証明書発行・申請窓口  

 

被災者相談窓口              
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⑶  災害ボランティア支援センター設置  

八王子市社会福祉協議会へ協定に基づく要請を行い、同協議会が１０月１９日  

より災害ボランティア支援センターを開設した。 

同年１１月１４日に閉鎖するまでの間に、延べ１，４８１人のボランティアが全

国各地から駆け付け、浅川、恩方地域等において活動を行った。 

ボランティアには、主に屋内外の土砂のかき出しや家財の搬入など、「地元のため

に」「被災者のために」との思いで御支援をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアセンター受付（本庁）

舎） 

活動に必要な道具の準備 

ボランティアセンター受付 

（地域福祉推進拠点浅川） 

土砂の撤去作業（下恩方町） 
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⑷  保健師等の訪問活動 

１０月１６日から１０月２３日まで、関係所管とともに恩方地域等の家庭を訪問 

し、健康状態や被害状況の確認を行った。 

【訪問実績】 

 把握件数（内：訪問件数） 

恩方地域 139 件（107 件） 

浅川地域 76 件（ 32 件） 

加住地域 １件（  1 件） 

※訪問件数は、実際に被災者を訪問した件数。 

把握件数は、町会長や訪問時に近隣の方から状況を把握できた件数を含む。 

恩方・浅川地域の要支援者に対し、１１月１８日から１２月４日に再訪問を実施

した。また、加住地域の要支援者に対し、１２月１９日に電話フォローを行った。 

 再訪問等件数 

恩方地域 ６件 

浅川地域 ３件 

加住地域 １件 

 

 

⑸  災害ごみの収集、処理    

災害ごみは、通常のごみ・資源物の収集とは別に、職員による体制を編成して戸

別収集を行った。 

また、市民が市施設に持ち込んだ場合は減免にて受け入れを行った。市施設又は 

民間施設にて適正に処理を行った。 

災害ごみ収集量（令和２年１月３１日現在） 

可燃ごみ ２６６．１１トン 

不燃ごみ  ７５．８２トン 

合計   ３４１．９３トン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
災害ごみの収集 災害ごみ一時保管場所（戸吹クリーンセンター内） 
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⑹  市民部事務所の臨時開庁 

土のう袋・土のう配布、消毒液配布、り災証明書申請用紙配布等の災害対応を行

うため、１０月１９日から１０月２７日までの土・日・祝日に浅川事務所及び恩方

事務所を開庁した。 

 

⑺  市内入浴施設の無料開放  

現居所で入浴できない方（年齢制限なし）に対し、「戸吹湯ったり館」、「夕やけ小

やけふれあいの里」、「恩方老人憩の家」、「東浅川保健福祉センター」、「あったかホー

ル」において、入浴施設の無料開放を実施した。 

【利用実績（令和２年１月３１日現在）】 

施設名 延べ利用人数 

戸吹湯ったり館 203 人 

夕やけ小やけふれあいの里 257 人 

恩方老人憩の家 ０人 

東浅川保健福祉センター １人 

あったかホール １人 

京王高尾山温泉 極楽湯 145 人 

合 計 607 人 

 

 

⑻  被災住宅の応急修理 

一定以上の被害（大規模半壊・半壊・一部損壊（準半壊）等）を受けた住宅に対

して、日常生活に最低限度必要な応急修理を実施する。 

 

⑼  被災住宅の補修工事に対する補助 

災害救助法の被災住宅の応急修理の対象とならない被災住宅（一部損壊）の補修 

工事を行う所有者に対し、補修工事費用の一部補助を実施した。 

 

⑽  被災家屋等の解体撤去    

り災証明で全壊、大規模半壊又は半壊の被害認定を受けた家屋等について、所有

者からの申請に基づき公費解体を行う。また、公費解体前に所有者が自ら解体撤去

に着手した場合は、一定の範囲内で費用償還を行う。 

 

⑾  市営住宅、都営住宅等への受入 

浸水等の被害によって、居住継続が困難になった世帯を対象に、市営住宅の空き家

を無償で提供するとともに、都営住宅、ＵＲ賃貸住宅の受入れの情報を提供した。 

市営住宅入居世帯  ７世帯１６人（内５世帯１４人は都営住宅へ移転） 

都営住宅入居世帯 １３世帯３５人（内５世帯１４人は市営住宅から移転） 
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⑿  賃貸型応急住宅の供与   

東日本台風で住宅が、全壊、大規模半壊、半壊の被害及び二次災害のおそれがあ

る等で居住が困難になった方を対象に、東京都が災害救助法に基づき民間賃貸住宅

を借上げ、応急住宅として最大２年間供与するにあたり、東京都から委任を受け、

被災された方へ制度の周知、意向の確認や相談、希望申込の受付等を行い、斡旋希

望が１件あった。 

 

⒀  日本赤十字社の支援物資配布 

住居に被害を受け、町会会館に一時的に避難した世帯（２世帯合計７人）に対し、

日本赤十字社の支援物資（毛布、マットレス、ハブラシ、タオル等の日用品）の配

布を行った。 

 

⒁  生活必需品・学用品の現物支給 

住居の一定以上の被害（全壊・大規模半壊・半壊・一部損壊（準半壊）・一部損壊

（床上浸水））により、生活必需品や学用品の消失等、日常に支障がある世帯に現物

支給を実施した。 

 

⒂  災害援護資金の貸付 

災害により一定以上の被害（住居の全壊・半壊・家財の1/3以上の流失）を受けた

被災世帯に対し、生活再建を目的にした国及び東京都の災害援護資金の貸付けを実

施した。 

 

⒃  被災者生活再建支援法に基づく支援金 

被災者生活再建支援法が適用されたことを受け、住居の全壊、大規模半壊、半壊  

解体の世帯に対して、生活再建を目的とした支援金を支給する。 

なお、家屋を解体しない半壊世帯に対しては、市被災者生活再建支援事業に基づ

き補助金を支給。 

 

⒄  令和元年台風第１９号災害八王子市義援金  

市独自で行う義援金の募金を１０月１７日より実施した。 

集まった義援金は義援金配分委員会の決定を経て、被災者に配分を行っている。 

ア 受付方法 

・募金箱設置（３５か所） 

・市役所本庁、市民部各事務所１４か所の窓口で現金受領 

・義援金口座への振込 

イ 受付状況 

１４，１０７，９４３円（令和２年２月２１日現在） 
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⒅  中核市との連携（災害義援金） 

鳥取県鳥取市    ２００，０００円 

長崎県長崎市    １００，０００円 

 

⒆  令和元年台風第１９号災害八王子市見舞金 

住居や身体に一定以上の被害（全壊・大規模半壊・半壊・一部損壊（準半壊）・一 

部損壊（床上浸水））を受けた被災世帯に対し、市独自の見舞金を支給する。 

 

⒇  一般寄付（災害見舞金） 

北海道苫小牧市   ３００，０００円  

全国市議会議長会    ５０，０００円  

関東市議会議長会    ５０，０００円 

東京都市議会議長会 １２６，８４９円  

（全国市議会議長会が加入市から募った義援金の配分） 

 

（21） 市民税等の減免    

市民税、固定資産税・都市計画税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、国

民年金保険料、介護保険料、保育料等について、災害の被害状況や生活状況等によ

り減免となる場合があり、それぞれの基準に基づき減免を実施する。 

令和２年１月３１日現在   

種類 件数 

個人住民税の減免申請受付 51 件 

固定資産税・都市計画税の減免申請受付 42 件 

国民健康保険税の減免申請受付 35 件 

国民健康保険の一部負担金の免除（還付分を含む。）申請受付 23 件 

後期高齢者医療保険料の減免申請受付 35 件 

後期高齢者医療の一部負担金の免除申請受付 25 件 

国民年金保険料の免除申請受付  2 件 

介護保険の減免申請受付 66 件 

保育料の減免申請受付  1 件 

 

（22） 子ども・子育て支援事業の臨時実施 

浅川地域において、子育てひろば、児童館及び子ども食堂を臨時に開設し、子ど

もの居場所を確保するとともに、子どもの心身のケアを行った。 

ア 子育てひろば（高尾保育園） 

１０月２０日 参加者 ４組９名 

１０月２２日 参加者 ７組１６名 

イ 浅川児童館（子ども食堂は１２時～１４時） 

１０月２０日 幼児・小学生・保護者 来館者３６名 

１０月２２日 幼児・小学生・保護者 来館者６３名 
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（23） 恩方第二小学校の通学の支援    

都道陣馬街道力石付近の道路川側の崩落により、恩方第二小学校方面への路線バ

スが運休となった。恩方第二小学校では、路線バスを利用して通学する児童が多い

ことから、１０月１８日より当面、恩方第一小学校の空き教室を使用して教育活動

の再開を決定した。 

恩方第二小学校を指定校とする児童について市所有車両（１３人乗りのワゴン車）

や大型タクシーを使用し通学の支援を行った。 

１２月２日より恩方第二小学校での授業を再開したが、路線バスは引き続き運休

していたため、２学期終了時までマイクロバスを使用した通学の支援を行った。 

ア 恩方第一小学校での授業再開時の恩方第二小学校を指定校とする児童の通学支   

 援 

・１０月２８日（月）から１１月８日（金）まで 

市所有車両（１３人乗りのワゴン車）による送迎 

・１１月１１日（月）から１１月２９日（金）まで 

大型タクシー（１台）による送迎 

イ 恩方第二小学校での授業再開時の路線バス利用者の通学支援 

・１２月２日（月）から１２月２５日（水）まで 

マイクロバス（２台）による送迎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

力石付近の崩落現場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

力石付近の崩落現場 
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（24） 防災関係事業における普及啓発活動 

ア 八王子市出前講座 

市は地域の安全安心をより高めるために、防災に関する出前講座を行っている。 

今回の東日本台風を受けて、市内の台風の被害状況の説明を加えるなど、出前 

講座の内容を一新して、市民への事前の備えと発災時の被害の軽減となるように

普及啓発に努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

防災課職員による出前講座の状況 

 

 

イ 防災に関する都民シンポジウム（東京都主催） 

令和２年２月１５日（土）、地震や風水害から大切な家族と地域を守るために

「今」できる備えについて、小池東京都知事と国崎信江さん等が熱く語りあうシ

ンポジウムが京王プラザホテル八王子で開催された。 

市も事業に協力し、展示ブースにおいて東日本台風の被災状況のパネル展示や

日頃の備えの重要性について、市民への説明等を行った。 

 

 

 

 

 

市出展ブース 

（令和元年東日本台風の被害状況パネル等） 

） 

都民シンポジウムの状況 

（提供：東京都総務局総合防災部） 

） 
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ウ 防災講演会（八王子市町会自治会連合会主催）   

令和２年２月１９日（水）、「天気の見方と異常気象、地球温暖化」を演題とし

て、気象庁東京管区気象台の小野沢防災調整官により「防災講演会」が行われた。  

東日本台風による八王子の被害状況等を踏まえた、天気の見方等をわかりやす

く講演していただいたとともに、市としても事業に協力し、ロビーに広報ブース

を出展し、東日本台風の被災状況の写真パネルや日常備蓄品の展示を行い、市民

の防災力の向上のための普及啓発活動を行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会の状況                   防災課職員による被害状況の説明 

 

エ 地域の各種会議への参加 

  東日本台風被害を受けて、町会・自治会、自主防災組織、小中学校の避難所運

営協議会等からの要請を受けて、避難所運営所管職員、緊急応援職員、市職員等

が会議に参加した。 

今回の避難所運営の課題等について、会議に参加した町会長、学校関係者、学校

運営協議会、民生児童委員など、地域の方とともに共有するとともに、この場にお

ける発言内容については、市の防災施策に反映していくよう意見交換等も行った。 

      
 地域で開催された会議の状況 
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８ 台風対応における主な課題と対応等（「令和２年２月５日復興支援・防

災・危機管理対策特別委員会」資料より抜粋） 
 

⑴  概要 

本市で初となる大雨特別警報が発表され、住家を含む大規模な被害が発生、災害

対応において生じた課題や自主防災組織等からの意見等を踏まえ検証を行った。 

 

⑵  検証内容・結果 

ア  災害対応における初動体制の充実・強化 

【主な課題】 

・被害状況等の迅速かつ円滑な情報共有 

・計画運休を踏まえた、より効果的な参集体制の構築 

【対応】 

・被害情報等の報告、集約ルールの見直し及び徹底 

・全職員（市内・市外・男女）が有効に機能する参集のあり方の構築 

・各部調整担当課長の明確化 

 

イ  情報提供体制の強化 

【主な課題】 

・ホームページの閲覧が困難になるなどの情報発信 

・防災行政無線による情報発信 

・緊急速報メールによる情報発信 

・市民等への防災情報の発信 

【対応】 

・ホームページ閲覧機能の強化 

・防災行政無線を補完する新たな情報発信の検討 

・緊急速報メールの発信方法の変更 

・フェイスブックを活用した情報発信の充実 

・災害時の情報発信チームの充実・強化 
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ウ 避難所運営体制の充実・強化  

【主な課題】 

・開設した避難所の場所や数 

・避難所運営に必要な物資、人員体制 

・要配慮者への対応や和式トイレなど避難所における生活環境 

・ペットの受入に係る対応 

・避難所の運営が不統一 

・地域、企業等の主体による避難所開設 

【対応】 

・開設する避難所の検討・選定 

・避難所運営に係る物資、人員体制の充実 

・避難所施設を最大限に活用した運営体制の構築 

・避難所運営マニュアルの更新とその習熟 

・地域と連携した運営体制の構築 

  

エ 避難対策の充実・強化 

【主な課題】 

・避難方法や避難先など避難に係る情報不足による混乱 

・土砂災害警戒区域等の避難勧告の対象地域の周知 

・風水害対応における避難先の確保 

【対応】 

・総合防災ガイドブックを活用した危険箇所を含む防災情報の周知啓発の徹底 

・出前講座や防災訓練への支援による避難対策の充実 

 

オ その他風水害対策 

【主な課題】 

・民地被害における対応 

・被災者への迅速かつ円滑な支援 

・防災計画及び防災マニュアルの内容の充実 

【対応】 

・被害状況を踏まえた関連機関との連携体制の強化 

・被害情報の迅速な集約と支援に向けた関係機関との連携体制の強化 

・一連の対応で生じた課題の整理と地域防災計画、防災マニュアル等への反映 

 

⑶  今後の対応 

検証結果に基づき、順次取り組みを実施している。予算措置が必要な内容につい

ては、既に補正予算に計上したものや今後予算要求を行っていくものであるが、そ

の他内容についても、早期の実施に向け調整等を進めていく。 
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≪参考：気象状況等≫   

気象庁「台風第１９号による大雨、暴風等」、「台風第１９号の事例における雨量

等の予測と実際の状況等について（速報）」及び「令和元年台風第１９号に伴う大

雨の要因について」と東京管区気象台「令和元年台風第１９号に関する気象速報」、

「令和元年台風第１９号に関する東京都気象速報」から抜粋している。 

１ 気象概況 

令和元年１０月６日に南鳥島近海で発生した台風第１９号は、マリアナ諸島を西

に進み、一時大型で猛烈な台風に発達した後、次第に進路を北に変え、日本の南を

北上し、１２日１９時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸した。その後、関東地

方を通過し、１３日１２時に日本の東で温帯低気圧に変わった。 

台風第１９号の接近・通過に伴い、広い範囲で大雨、暴風、高波、高潮となった。 

雨については、１０日から１３日までの総降水量が、神奈川県箱根で１０００ｍ

ｍに達し、東日本中心に１７地点で５００ｍｍを超えた。特に静岡県や新潟県、関

東甲信地方、東北地方の多くの地点で、観測史上１位の値を更新するなど記録的な

大雨となった。この記録的な大雨により、１都１２県に大雨特別警報を発表した。 

風については、東京都江戸川臨海で最大瞬間風速４３．８ｍ/ｓとなり観測史上

１位を更新したほか、関東地方の７か所で最大瞬間風速４０ｍ/ｓを超えるなど、

東日本から北日本にかけての広い範囲で非常に強い風を観測した。また１２日には

台風の接近に伴って大気の状態が非常に不安定となり、千葉県市原市では竜巻と推

定される突風が発生した。 

波については、静岡県石廊崎で波高１３ｍ、京都府経ケ岬で波高９ｍを超える記

録的な高波が観測されたほか、東京三宅島で潮位２３０ｃｍなど、静岡県や神奈川

県、伊豆諸島で、過去最高潮位を超える値を観測したところがあった。 

東京都では台風の通過に伴い、１０日から１３日にかけて暴風や大雨となった。 

  そして、１２日の１５時３０分には２５区市町村に大雨特別警報が発表されました。 

降り始めからの総降水量は、多摩地方を中心に広い範囲で４００ｍｍを超え、多 

摩西部及び南部では６００ｍｍを超えたところがあった。２４時間降水量では、西

多摩郡檜原村の小沢で６２７．０ｍｍ、奥多摩町の小河内で５８０．０ｍｍなど、

統計開始以来の極値を更新する地点が複数あった。 

一方、風についても、大田区の羽田で最大風速３４．８ｍ/ｓ、江戸川区の江戸川

臨海で最大瞬間風速４３．８ｍ/ｓを観測し、統計開始以来の極値を更新した。 

なお、気象庁は、顕著な災害をもたらした気象現象について、後世に経験や教訓

を伝承することなどを目的に名称を定めることとしており、今般の令和元年に顕著

な災害をもたらした台風について、名称設定の基準に沿って、台風第１５号につい

ては「令和元年房総半島台風」、台風第１９号については、「令和元年東日本台風」

と令和２年２月１９日に名称を定めた。名称がついた台風は、１９７７年「沖永良

部台風」以来、４３年ぶりとなるものである。 
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２ 気象の状況 

【台風経路図・位置表】 
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【地上天気図及び気象衛星赤外画像】 
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３ 雨の状況 

⑴  全国 

１０月１０日０時から１３日２４時までの期間内の総降水量では、東日本を中

心に１７地点で５００ｍｍを超えた。神奈川県箱根では１,０００ｍｍに達した。  

また、１０３地点で２４時間の降水量が観測史上１位を更新した。最大１時間

降水量も、岩手県普代で９５．０ｍｍ（１３日１時５４分）の猛烈な雨を観測し

たほか、各地で 1時間５０ｍｍ以上の非常に激しい雨を観測した。 

 

【解析雨量】 
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【降水量の推移】 

降水量の多かった主な地点（単位：ｍｍ） 

令和元年１０月１０日０時～１３日２４時 
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【降水量表】  

期間内の総降水量の多い方から２０位 

（令和元年１０月１０日０時～１３日２４時） 
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⑵  東京地方 

１０日０時から１３日２４時までの総降水量は、多摩地方を中心に広い範囲で

４００ｍｍを超え、多摩西部及び多摩南部では６００ｍｍを超える雨を観測した。

（解析雨量で９６時間積算による） 

市でも、期間内の総降水量は４２０．７ｍｍに達した。月最大２４時間降水量

が４０９ｍｍ（１２日２１時３０分）と１０月としての最大値を更新した。また、

最大１時間降水量が４７ｍｍ（１２日２０時４３分）を観測し、こちらも１０月

としての最大値を更新した。 

 

【解析雨量】 

   令和元年１０月１０日０時～１３日２４時の解析雨量（９６時間積算） 
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【気象官署とアメダスの期間降水量表】 

令和元年１０月１０日～１３日 

気象官署 
  

市町村名 観測地点名 
合計 

（ｍｍ） 

千代田区 東京 226.0  

大島町 大島 362.5  

三宅村 三宅島 140.5  

八丈町 八丈島 199.0  

アメダス 
 

市町村名 アメダス地点名 
合計 

（ｍｍ） 

西多摩郡奥多摩町 小河内 610.5 

西多摩郡檜原村 小沢 649.0 

青梅市 青梅 404.0 

練馬区 練馬 294.5 

八王子市 八王子 427.0 

府中市 府中 308.0 

世田谷区 世田谷 272.0 

江戸川区 江戸川臨海 124.0 

大田区 羽田 161.0 

大島町 大島北ノ山 240.0 

利島村 利島 147.5 

新島村 新島 120.5 

神津島村 神津島 132.0 

三宅島 三宅坪田 98.5 

八丈島 八重見ケ原 180.5 

青ヶ島村 青ヶ島 123.5 

小笠原村 父島 174.5 

小笠原村 母島 184.5 

  ※神津島の値に関しては期間内に欠測があります。 
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【降水量の推移】 

降水量の多かった主なアメダス地点（単位：ｍｍ） 

令和元年１０月１０日～１３日 
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４  風の状況 

⑴  全国 

  台風の接近に伴い、３０m／s 以上の猛烈な風を観測したところがあった。最

大風速は東京都羽田で３４．８m／s（南南東、１２日２０時５９分）、東京都江

戸川臨海で３２．６m／s（南、１２日２１時１８分）、最大瞬間風速は東京都神

津島で４４．８m／s（南東、１２日１５時１５分）、東京都江戸川臨海で４３．

８m／s（南、１２日２１時１７分）などを観測した。 

⑵   東京地方 

台風の接近・通過に伴い、２３区や伊豆諸島で猛烈な風となった。最大風速は

三宅坪田で南の風３１．４ｍ/ｓ（１２日１６時５４分）、羽田で南南東の風３４．

８ｍ/ｓ（１２日２０時５９分）、最大瞬間風速は神津島で南東の風４４．８m／s

（１２日１５時１５分）、江戸川臨海で南の風４３．８m／s（１２日２１時１７

分）を観測した。 

都内観測所の多くは、下表のとおり台風の接近・通過の際に最大値を観測した。

市もまた、台風接近・通過の際に、最大風速は北東の風１４.８ｍ/ｓ（１２日２

０時２８分）、最大風速は、北北西の風２５.５ｍ/ｓ（１２日２１時２１分）を観

測した。 

 

  最大風速 最大瞬間風速 

市町村名 観測地点名 
風向 

（１６方位） 

風速 

（ｍ/ｓ） 
月日 時分 

風向 

（１６方位） 

風速 

（ｍ/ｓ） 
月日 時分 

大田区 羽田 南南東 34.8 10/12 20：59 南南東 43.7  10/12 20：56 

江戸川区 江戸川臨海 南 32.6  10/12 21：18 南 43.8  10/12 21：17 

神津島村 神津島 南南東 30.7  10/12 17:13 南東 44.8  10/12 15：15 

三宅村 三宅坪田 南 31.4  10/12 16：54 南 42.2  10/12 17:16 

八王子市 八王子 北東 14.8 10/12 20：28 北北西 25.5 10/12 21：21 

 ※神津島の値に関しては期間内に欠測があります。 

 

５ アメダスによる観測記録の更新について（東京地方） 

都内における観測所のうち、風に関しては、江戸川臨海で１０月１２日２１時１

８分に日最大風速３２.６ｍ/ｓ、１２日２１時１７分に日最大瞬間風速４３.８ｍ/

ｓ、羽田で１２日２０時５９分に日最大風速３４.８ｍ/ｓ、１２日２０時５６分に

日最大瞬間風速４３．７ｍ/ｓなど、統計開始以来最大値を更新した。 

雨に関しては、青梅や小河内、小沢で１０月の月最大１時間降水量を更新し、市

でも、月最大１時間降水量が１０月１２日２０時４３分に４７．０ｍｍと平成２９

年１０月の４６．５ｍｍの観測を更新した。 

また、月最大２４時間降水量として青梅や府中、小河内、小沢では、いずれも観

測史上最大値を更新した。市でも、月最大２４時間降水量が４０９.０ｍｍを観測し、

観測史上１位を更新した。 



 

- 59 - 

 

６ 気象警報等の発表状況 

令和元年１０月１０日～１０月１３日の期間に発表された警報等の情報を示した

ものである。表示は、警報の種類ごとに、その警報が発表された都県に色を塗るこ

とで示しており、灰色で表示の範囲は東京管区外の府県、白色は該当の警報が発表

されなかった都県である。 
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７ 気象庁による名称の命名 

⑴  報道発表資料 

 

出典：気象庁ホームページ 
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⑵  名称を定める基準及び付け方等（気象庁ホームページより引用） 

ア  顕著な災害を起こした自然現象の名称について 

気象庁では、顕著な災害を起こした自然現象について名称を定めることとして

いる。名称を定めることにより、防災関係機関等による災害発生後の応急・復旧

活動の円滑化を図るとともに、当該災害における経験や貴重な教訓を後世に伝承

することを期待するものである。 

また、各地域で独自に定められた災害やそれをもたらした自然現象の名称につ

いても、後世への伝承の観点から利用し普及を図ることとしている。  

イ 台風における名称を定める基準 

顕著な被害（損壊家屋等１，０００棟程度以上または浸水家屋１０，０００棟

程度以上の家屋被害、相当の人的被害など）が発生し、かつ後世への伝承の観点

から特に名称を定める必要があると認められる場合 

ウ 台風における名称の付け方 

原則として、「元号年＋顕著な被害が起きた地域・河川名＋台風」という。 

      ここで「顕著な被害が起きた地域・河川名」とは、後世への伝承の観点に着目

して最も適した都道府県名、市町村名、地域名、河川名等をいう。 

エ 共通事項 

名称を文書等で使用する際、必要に応じて元号年に続いて括弧書きで西暦年を

併記する、又は元号年を西暦年に置き換えることがある。 

オ 名称を定める時期 

      名称を定める基準を満たす場合、できるだけ速やかに名称を定める。ただし、

台風の名称は翌年の５月までに定めることを原則とし、災害発生後の応急活動の

段階では台風番号を用いる。火山噴火など対象となる自然現象やその影響が長期

間継続する場合には、顕著な災害・現象等の推移に応じて後日、名称を定める。 

     カ 地域独自の名称の普及 

地域毎に、地方公共団体等が顕著な災害やそれをもたらした自然現象について

独自の名称を通称として用いることがある（例：７．１３新潟豪雨、紀伊半島大

水害等）。 

地方公共団体等がこれら地域独自の名称を定めるにあたっては、気象庁は可能

な限り協力するとともに、関連する資料等を作成する際には当該地域における後

世への伝承の観点から当該名称を利用し、普及を図る。 

   キ 参考 

自然現象の名称とは別に、政府が災害の呼称を定めることがある（例：阪神・

淡路大震災、東日本大震災）。 

     気象庁が海外向けの資料等を作成する際には、台風番号に代わって台風委員会

で定めた名前を使用する。  
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令和２年（2020 年）３月 

八王子市生活安全部防災課 

ＴＥＬ 042-620-7207（直通） 

ＦＡＸ 042-626-1271 

 


